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平成 25年度全学英語カ リキュラムにおける調査報告

TOEICス コアと選択科日の受講動向を中心に一

1.はじめに

静岡大学の全学英語教育における平成 25年度

カ リキュラム (以下、現行カリキュラム)が施行

されて 2年 目となり、学生の大まかな受講動向が

みえてきた。本稿の目的は、TOEICス コアを軸と

して 2013年度 と2014年度の英語選択科目の履修

動向の分析を行い、さらに充実した全学英語教育

の実施に貢献することである 1。 カリキュラム作 り

は、その時々に要求される教育観を含め、これま

で築き上げられてきた教育観や教育 目標を実現す

る基盤的手段である。一方で、カ リキュラム作 り

は複数の判断の集合体から成る 1つの決断であり、

判断の原拠 となる教育理念は唯一無二ではないた

め、誰しもが必然的に到達する客観的帰結はない。

学生による授業評価において高評価を得ているこ

とを根拠にカ リキュラムの変更は必要ないとい う

判断もあれば、同じカ リキュラムについて英語能力

の向上を効率的に実現することを目標 として学生

に好評であるカリキュラムを根本から改変すると

いう判断もあるだろう。客観的データをどのように

分析・解釈するか、各部局の要望や展望を聴取して

何を残 して何を発展的に解消するかは、カリキュラ

ム作成者の判断に委ねられる。本稿では、静岡大学

の全学英語カ リキュラムにおける選択科 目に対す

る 「判断」の変遷をまとめ、「利用可能な人的・物

的資源に応 じて現実的に対処」 (小町他 2014)す

るという視点から、実施から2年目の後学期を迎え

た時点での現行カリキュラムの調査報告を行 う。

厨子光政 (静岡大学 情報学研究科)

高瀬祐子 (静岡大学 大学教育センター)

松野和子 (静岡大学 大学教育センター)

2.静岡大学におけるカリキュラムの変遷

選択科目の観点から、静岡大学の全学英語教育に

おけるカリキュラムの変遷を振り返ってみると、平

成 4年度(1992年度)ま では、原則として通年科 目

のみを設置するカリキュラムが続き、4科目8単位

が必修で選択科 目は存在 しなかった。必修科日のう

ち 3科 目は指定クラスであり、1科日は学生が授業

内容 (英会話、時事英語、映画、小説、英作文など)

によつてどのクラスを受講するかを選択できるよ

う設計されていた。成績評価に関しては、授業内容

によつて受講するクラスを選択できる 1科 目にお

いても指定クラス 3科目においても、教材や評価方

法は基本的に担当教員の裁量に任されていた。

平成 5年度(1993年度)か らは、1年次と2年次に

年 1科 目開講される必修通年科目と平行 して、半期

1単位の選択科 目が 1年次前学期から2年次後学期

まで開講された。選択科 目として、英会話、聴解、

講読、表現法の技能別の科目が設置され、学習した

い授業内容によって学生がクラスを選択 した。通年

2単位科目と半期 1単位科目が混在 していたが、大

多数の学生が 1年次と 2年次を通 して週 2回の英

語を受講してお り、合計 8単位を履修 していた。こ

の時期までは、英会話などの一部の授業を除き、1

クラスの受講人数が 60人を超えることも珍 しくな

く、語学の授業としては決 して望ましい状況ではな

かつたが、週 2回の受講機会を提供するためには致

し方ない面もあつた。

平成 12年度(2000年度)には、全科 目を半期科 目

にする動きと非常勤講師の削減方針 とが相まって、

4科 目8単位を必修とするカリキュラムが設定され
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た。これまで半期1科 目1単位を修得させていたが、

平成 12年度では半期 1科 目2単位とし、合計修得

単位数は変わらないが学習時間数を半減させた 2。

一方で、学習時間数の減少によつて、クラスサイズ

を40名程度に抑えることが可能になった。カリキ

ュラム設計を根底から改変したという意味で画期

的なものではあつたが、授業内容などは以前のカリ

キュラムの必修部分を基本的には踏襲するもので

あり、学習時間数の減少とクラスサイズの少人数化

のみに特徴づけられるカリキュラムであったとい

えるかもしれない。

平成 18年度0006年度)のカリキュラム改革では、

より実用的な英語学習にすること、同一科目におけ

る授業内容と評価基準の統一、国際化に対応できる

人材育成など当時の教育観の実現に向けたカリキ

ュラムの改善が行われた。具体的には、TOEIC対

応科目を必修化し、期末試験に外部検定試験である

TOEIC IPテ ストを導入して、共通シラバスに基づ

いた授業運営と統一の成績評価基準が採用された 3。

加えて、平成 18年度カリキュラムでは、習熟度別

のクラス編成を導入 した。学生を上級レベルの

Power EngLshコ ース (以 下、PEコース)と

Standard Englishコース (以下、SEコース)に分

け、SEコースをさらに習熟度別に中級クラスと基

礎クラスに分けた。大学センター入試点数とPEコ

ース受講の希望意思に基づき、PEコ ースの受講生

が決定され、入学者およそ 2000名 のうち、PEコ

ースの受講を希望する学生の中からセンター入試

上位 300人の学生がPEコース科目の受講者として

選抜された。また、平成 18年度では、最大科目数

及び単位数を6科目12単位14科 目8単位の必修科

目に加えて 2科 目4単位の選択単0と し、学習時

間数を増加させることに成功した。PEコースの学

生は 6科目すべての科目を基本的に履修すること

になっており、SEコースにおいてもほぼ全員の学

生が選択科目を履修していた。このように、学生は

6科 目12単位を実質的に履修していため、4科目8

単位を必修としていた以前のカリキュラムと比較

すると、学習時間数は 1.5倍に増カロした。

以上が、平成 25年度(2013年度)か ら始まった現

行カリキュラムに至るまでの大まかな変遷である。

3.現行カリキュラムの概要と特徴

「人的・物的資源」の再配分により、現行カリキ

ュラムでは、理論上は最大 10科目 18単位以上の

英語科目を受講できるように設計されている。必修

単位を2科目2単位に絞り込み、選択単位の上限を

大幅に広げ、履修条件がTOEIC 500点以上の上位

クラス受講者では、集中講義等を除いた定期開講授

業だけでも理論上は8科目16単位以上を受講でき

るようになつているヽ一方で、TOEICス コア 400

点以上が履修条件となっている中位クラス受講者

は、4科 目4単位の選択科目が準備されている。こ

のようなシステムの背後には、一律に全員の学習時

間数を増加させるのではなく、資源の分配として、

一定のレベルに達した意欲のある学生にはいくら

でも学習できる環境を提供し、英語学習を望まない

学生は最小限の学習で卒業できるという、学生の主

体性に基づいた考えがある。また、400点台スコア

の学生が、500点以上科目を受講したければ、その

レベルに到達するための自らの努力を促すという

考えも背後にある。現行カリキュラムでは、そのよ

うな学生へのサポー トにも資源が割かれており、ど

の学生も自由に参カロすることができる補習が週 1

コマ分開催されている。

平成 18年度カリキュラムと現行カリキュラム

において最も異なる点は、平成 18年度カリキュラ

ムでは実質的に6科 目12単位の履修が学生に求め

られていたのに対して、現行カリキュラムは必修

の 2科 目2単位にプラスして大幅な自由度が許さ

れた選択科目から構成されている点であるといえ

る。詳細な比較は小町ら(2014)で 記述されている

ため、ここで繰 り返すことはできるだけ避け、必

修科目を最小限にし、学生の自由度がより高くな

つた現行カリキュラムにおける学生の受講動向に

焦点を当てて議論する。
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現行カ リキュラムの特徴の 1つは、TOEICス コ

アを選択科目の履修条件 とすることである 5。 豊富

に準備 された選択科 目を受講するには、1年次前

学期の必修科 目「英語演習 I」 の合格基準である

TOEIC 400点 以上のスコアをクリアすることが

最低限の条件 となっている 6。 平成 18年度カリキ

ュラムにおいても、「TOEIC400点」は 1年次前

学期の必修科 目「TOEIC演習」の合否に大きく影

響する基準であつたが、400点未満の場合でも授

業の平常点によつて単位を修得することが可能で

あつた。 これに対 して、現行カ リキュラムでは

TOEIC400点に満たなければ一律で不合格となり、

実質上の再履修科 目として後学期以降に開設され

る「基礎英語演習」の受講が義務づけられている

7。 現行カ リキュラムで選択科 目を履修できるかは、

TOEIC400点以上のスコアを取得 し「英語演習 I」

(ま たは「基礎英語演習」)に合格 しているかに依る。

前述のように、選択科 目では TOEICス コア 400

点以上、500点以上、600点以上の取得を履修登

録する際の条件として設定している。400点台を

取得 した学生が履修できる科 目には 4科 日、500

点以上を取得 した学生には 8科 日、600点以上を

取得 した学生には 10科 目が設けられてお り、豊富

な選択肢が準備 されている 500点以上を取得 した

学生に比べ、400点台を取得 した学生への選択肢

は多くない。

TOEICス コアが選択科 目の受講要件 として活

用されることにより、学生のスコアがどのように

変化 したかを図 1で概観する。

_前 期期赫  
―

赫

2009     2010    2011     2012     2013    2014

図 l TOEICスコア平均点の年度別推移 8

1年次前学期必修科目「英語演習 I」 (2012年度

以前は「TOEIC演習」)の期末試験として実施され

るTOEIC試験のスコア自体には、平成 18年度カ

リキュラムから現行カリキュラムヘと移行したこ

とによる大きな変化はみられない。注目すべきは、

期末試験の平均スコア(2013年度 4745点/2014

年度 466.9点)に比べ、選択科目の受講要件となる

「後学期の履修登録日前までの最高スコア」の平均

0013年 4968点/2014年度497.2点)がおよそ30

点上回つている点である。これは、1年次後学期以

降の英語選択科目の履修条件となるTOEICス コア

に、前学期の期末試験として実施されるTOEICに

加え、学内で行われる団体試験 (TOEIC IP試験)

やTOEIC公開テストのスコアを利用することがで

き、複数のスコアを有する場合はその最高スコアが

用いられるためであると考えられる。また、前学期

開講期間中にTOEICを複数回受験した場合、最高

スコアが「英語演習 I」 の成績評価として使われる

ため、複数回受験した学生が増加したこともスコア

上昇の理由の一つとして挙げられる。

結果として、「英語演習 I」 の合格ラインである

400点をクリアするため、あるいはより良い成績評

価を得るため、期末試験として受験するTOEIC以

外にも積極的に学生がTOEICを受験する動きが現

れている。入学後から1年次前学期期末試験以前の

間に実施されたTOEICス コアが、後学期選択科目
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の受講資格スコアとして登録された学生は、2013

年度 430名 、2014年度 703名 となっている。この

数値は後学期選択科目の受験資格を獲得した学生

数であり、必ずしも 1年次の受験者数そのものを示

すものではないが、多くの学生が期末試験前から

400点以上の獲得に努力していることが分かる%

参考として、静大情報学部広報委員会が編集し

た保護者向けニュースレター 「J呼 風」(20141の

データを紹介すると、浜松キャンパスの大学生協

書籍部が 2014年 4月 から7月 までに販売した書

籍のベス トセラーは、群を抜いて TOEIC学習参

考書・問題集であつた 10。 109部の売り上げを誇

る『TOEIC TEST英単語スピー ドマスター』のみ

ではなく、TOEIC関連書籍で トップ 10に入った

ものは計 6冊あり、その総売上数は 260部に及ん

だ。 トップ 10書籍全体の売り上げ合計 458部の

中でその 568%を 占めていること、また 2位の書

籍が 62部であることを考え合わせると、TOEIC

関連書籍がいかに「人気J書籍であるかが分かる。

学生の学習意欲が向上したから (正の誘因)か、

あるいは TOEIC400点をクリアしなければ必修

科目の単位を修得できずに選択科目を受講できな

いという「望ましくない結果の回避」なのか (負

の誘因)な ど、主たる動機づけの要因分析につい

ては今後の課題 として、学生が自主的に TOEIC

受験に関心を寄せていることは明白であるといえ

よう。

表 1は TOEIC4C10′ミ未満を取得した学生数の推移

を表したものである 11。

表 l mⅢc400点未満を取得した学生数の推移
(名 )

前学期期末試験スコア  最高スコア

表 1における前学期期末試験の学生数に対 してカ

イニ乗検定を行った結果、学生数に有意な差があ

ることが分かった(χ
2(D=6917,′ く 01)o差があ

った年度を特定するため、ライアンの名義水準を

用いた多重比較を行つた結果を表 2に示す。

表 2.前学期期末試験の学生数に対する

ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果

年度別比較  臨界比    ρ    名義水準

2009〉 2010   421 *      く0002      000417

2009〈 2011    277*       0054      001667

2009=2012   231 ″s     0208      000833

2009〉 2013    333*       0008       000556

2009=2014    019 ns      〉05       001667

2010く 2011    698*      〈0002      000333

2010=2012    1 87 ns      〉05       000833

2010=2013    03477S      〉05       001667

2010く 2014   398*      〈0002      000556

2011 〉2012    510*      〈0002      000556

2011 〉2013    611 *       く0002      000417

2011 〉2014   300*       0026      000833

2012=2013   0 99 ns      〉05      001667

2012=2014    2 08 ns      0366       0 01667

2013く 2014    311 *       0018       000833

注:有意水準α=05
A>Bは Aの学生数が Bの学生数より多いことを示す。
Aく Bは Aの学生数が 3の学生数より少ないことを示丸

表 2の ように、期末試験単独では、概して、平成

18年度カリキュラムと現行カリキュラムの間に

大きな差はない。一方、2009年度～2012年度に

おける期末試験スコアと2013年度～2014年度に

おける最高スコアを比較してみると、学生数に有

意な差があつた (χ 2(5)=275.53,pく .01)。 表 3は、

ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果であ

る。

2009

2010

2011

2012

2013

2014

482

359

573

412

383

475

n/a

n/a

n/a

n/a

237

195
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表 3.最高スコアによる学生数に対する
ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果

年度別比較   臨界比 ρ    名義水準

や後学期選択科目の履修に加え、「英語演習 I」 に

不合格だった学生が前学期期末試験以降から後学

期履修登録開始以前までの期間に 400点 を取得す

ることで、「英語演習 I」 に合格 (評価は可)する

という特別措置があることも学生の努力を促す大

きな要因となつていると考えられる 12。 このよう

に、一度だけの試験結果 (期末試験)ではなく、

一定期間における学習成果 (最高スコア)を成績

評価や履修条件に採用する仕組みは効果的に機能

しているといえるだろう。

選択科目を受講するには、まず、400点以上と

いう履修条件を満たす必要がある。何よりも前学

期に不合格となった必修科目「英語演習 I」 の単位

を修得しないと卒業できない。これら2つの必須

要件を同時に満たす機会として、「英語演習 I」 の

実質的な再履修科日である「基礎英語演習」が現

行カリキュラムでは設置されている。これは、意

欲・学力ともに不足ぎみな学生にも「最低限の学

習を要求する」 (小町他 2014)た めである。

表 4は、2013年度入学者を対象に、TOEIC400

点に満たなかった学生数の推移を示したものであ

る 13。 表 4に基づいて、ToEICス コア 400点未

満の学生総数の推移を比べた結果、有意な差がみ

られた(χ 2o〉=31.14,ク く.01)。

2009〉 2010    421*

2009く 2011     277*

2009=2012    231 77S

2009〉 2013     910*

2009〉 2014    1099*

2010〈 2011    698*

2010=2012    187*

2010〉 2013     496*

2010〉 2014    693*

2011 〉2012    510*

2011〉 2013    1177*

2011 〉2014    136*

2012〉 2013     683*

2012〉 2014    877*

2013=2014    197″ ,

〈0002

0054

0208

く0002

〈0002

〈0002

〉05

〈0002

〈0002

く0002

く0002

〈0002

〈0002

く0002

0478

000833

001667

001667

000556

000417

000556

001667

001667

000833

000833

000417

000333

000833

000556

001667

注:有意水準α=05,
A>Bは Aの学生数が 3の学生数より多いことを示す。
Aく Bは Aの学生数が Bの学生数より少ないことを示す。

現行カリキュラム(2013年度・2014年度)での最高

スコアに着目すると、平成 18年度カリキュラム

(2009年度・2010年度・2011年度・2012年度)

に比べ、TOEIC400点 未満 を取得 した学生数が有

意 に減少 していることが分かる。必修単位 の取得

表 4 TOEICス コア 400点未満の学生数の推移

銘 )

学部

学期 計農情教

2013年 10月
(1年次後学期 開始前)

2014年 4月
(2年次前学期 開始前)

2014年 10月
(2年次後学期 開始前)

28

(23 17)

13

(15 35)

11

(13 49)

15

(11 58)

6

(7 67)

5

(6 74)

35
(35 64)

22

(23 61)

23

(20 75)

68

(64 60)

47

(42 79)

30

(37 61)

17

(16 48)

10
(10 92)

10

(9601

４

５

　

９

６

　

９

８

７

５
　
５

０

５

■

０

　

６

　

“

注 ■ カッコ内は期待度数

注 2:各学部の正式洛称を次に示す。人 :人文社会科学部、教 :教育学部、情 :情報学部、理 :理学部、工 :工学部、農 :農学部
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2013年度 10月

2014年度 4月

2013年度 10月

2014年度 10月

2014年度 4月 =

2014年度 10月

) 3.98 *

) s.o6 *

表 5は、TOEICス コア 400点未満の学生総数に

対してライアンの名義水準を用いた多重比較を行

った結果である。

表 5 TOⅢCスコア400点未満の学生総数に対する
ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果

臨界比 名義水準

4.選択科目受講者数

現行カリキュラムが実施された 2013年度では、

平成 18年度カリキュラムを踏襲し、必修科目に対

して、上級レベルのクラスを受講する「意欲を問

う」調査をしたが、2014年度からは上級レベルの

履修を希望するかどうかを前もつて入学前に申告

させることなく、大学センター入試試験の点数の

みで習熟度別にクラス分けを行うこととなった。1

年次後学期以降は選択科目が開講され、TOEICス
コアによる履修制限はあるものの、学生は希望す

る科目を履修することが可能である。必修科日と

選択科目の特色を考慮し、必修科日では上級レベ

ルヘの受講希望を反映させず、習熟度に応じたク

ラスが学生に指定される 15。 一方、選択科目では

学生の受講希望を反映させ、500点以上科目の履

修を望まない場合には 400点以上科目を履修する

ことができる。言い換えれば、TOEIC500点台取

得者では、500点以上を条件とする科目の履修も

可能であるとともに、400点以上を条件とする科

目の履修を行 うことも可能である。ここから、現

行カリキュラムでは、学生の選択科目への受講動

向を調査することによつて、上位レベルの科ロヘ

の履修を希望するかどうかという学生の意欲を把

握することができる。

選択科目に TOEICス コアによる受講条件をつ

けたカリキュラムを運営する上で難しい点は、そ

の年度の 400点以上の学生が何名になるか、500

点以上の学生が何名になるか、それぞれの学生が

どのレベルの科目をどの程度の割合で受講するか

予測して次年度の開講科日本数を決定しなければ

いけないことである。現行カリキュラムが初めて

実施された 2013年度は、それ以前のカリキュラ

ムの実績を参考にするしかなく、手探り状態であ

つた。500点以上の学生は希望する全員が 1年次

後学期の選択科目を 2科 目必ず受講でき、400点

台を取得した学生は 1科 目は必ず受講できること

を保証し、開講本数の計画が行われた。

105″s   〉05

003333

001667

003333

2013年後学期開始時点で、TOEIC400点 未満 (「英

語演習 I」 不合格)だった 237名 の学生は、1年

後の 2014年には 99名減つて 138名 となり、表 5

のとお り、2013年度に比べ、2014年度では 400

点未満の学生が有意に減少 していることから、「基

礎英語演習」 とい う再履修対応システムは十分機

能していると考えられる。

表 4に基づいて、学部ごとにTOEICス コア 400

点未満の学生数を比べると、全体的には有意な差

はなく(χ 2(lo=961,″め、クラメールの連関係数

を計算した結果、観測度数と期待度数が大きく異

なる値は少ないことが分かつた(Cr=.095)。 しか

しながら、学生数の値を個別に観察すると、工学

部と教育学部を除いた学部では、ほとんどの学生

が 2013年度後学期の間に必修単位修得および選

択科目受講要件を満たしたことが分かる。その中

で、人文社会科学部と情報学部は学部定員の 2.5%

程度の学生を残してほとんどの学生が要件を満た

しているのに対して、教育学部では 15%近い学生

が 400点 というハー ドルを乗り越えられないでい

る 14。
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表 6 2013年度 1年次後学期における 500点以上科目の受講動向
侵 講者捌 クラス定員)

時間枠

人・理 教・農 人理・Hl農 情・エ

英語演習III

英語リーディング1:

英語ディスカッション

計

236/280

166/180

188/208

590/668

122/200

46/90

84/104

252/394

31/40

開講なし

開講なし

31/40

211/360

144/200

70/100

425/660

600/880

356/470

342/412

1298/1762

潜在学生数 n/a 1816

受講率 (%) 642 715

注 2:各学部の正式名称を次に示す。人 :人文社会科学部、理 :理学部、教 :教育学部、農 :農学部、情 :情報学部、工 :工学部

表 6は、2013年度 1年次後学期における 500点

以上科目の受講動向を示したものである。表 6のよ

うに、2013年度では、全体的には、履修条件を満

たした学生の約 70%が 500点台科目を受講したこ

とが分かる。2013年度に実際にカリキュラムが実

施されてみると、500点以上を取得した学生数が予

想を進かに超えて多かったにもかかわらず、500′点

台科 目の受講率はそれほど高くならずクラス定員

に空きができた。その大きな原因は、500点台スコ

アを取得 した学生 908人のうち述べ 210人が 400

点以上科 目を履修 したためである。収容人数が潤沢

でない 400点以上科目を 500点台の学生が履修 し

たことによつて、400点以上科目しか受講資格がな

い学生の中で 2科目を受講することを希望しても

受講できない学生が 300人余 り生じた。

前述のような 2013年度の選択科 目の履修動向

に基づき、2014年度では各科目の定員や開講本数

が調整された。その結果、2014年度の 1年次後学

期における 500点以上科目の受講動向は表 7の よ

うになった。

2013年度と2014年度の 1年次後学期における

500点台科 目受講資格者の述べ数が、それぞれ

1816名 と1824名 とほぼ同じであることを考える

と、2013年度に比べ、2014年度では 500点以上

科目の受講者数が 1298名 から 1455名 へと 158

名増力日し、83%増であつた。学生自身の意欲や自

覚が向上したのか、各学部や授業内での指導が効

を奏したのか要因を特定することはできないが、

歓迎すべき傾向である。一方、TOEIC500点 台の

スコアを持ちながら400点台科目の履修を第 1希

望とした学生は述べ 238名 で、潜在学生数の

131%に あたる 16。

表 7.2014年度 1年次後学期 における 500点以上科 目の受講動向
〈受講生獅クラス定員)

時間枠

人・理 教・農 情・エ 計

英語演習III

英語リーディングII

英語ディスカッション

計

295/315

285/301

140/156

720/772

140/160

81/90

77/78

298/328

257/308

108/110

72/125

437/543

692/783

474/501

289/359

1455/1643

潜在学生数 1824

受講率(%)

注 1:潜在学生数とは、500点 台科目受講資格者全員が受講した場合の述べ数を示す。
注 2:各学部の正式名称を次に示す。人 :人文社会科学部、理 :理学部、教 :教育学部、農 :農学部、情 :情報学部、工 :工学部
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教育学部 と農学部の時間枠および情報学部と工

学部の時間枠の受講者数は、それぞれ前年度比

3.2%増、3.7%増 にとどまっているが、人文社会

科学部 と理学部の時間枠では前年度比 22.0%増 と

なり、受講率がほぼ 10o%であることは驚異的で

ある。教育学部 と農学部の時間枠では「英語演習

Ⅲ」、情報学部 と工学部の時間枠では「英語ディス

カッション」における履修者数が少なく、学部に

よって学生が集まらない科 目が異なっている。専

門科 目の内容や知的興味の対象との関連など、学

部ごとの特色を今後はさらに検討する必要がある

かもしれない。

一方、履修者がクラス定員をほぼ満たしている

ことは、第 1希望者に抽選漏れが生 じていること

を意味するかもしれない。例えば、クラス定員総

数 78名 (教農枠)の 「英語ディスカッション」を第

1希望 として履修希望 した学生は 125名であり、

クラス定員総数 110名 (晴工枠)の 「英語 リーディ

ング H」 を第 1希望者として履修希望した学生は

177名であつた。第 1希望の科目を履修できなか

った学生の中には、第2希望や第3希望を持たず、

選択科目の履修をあきらめる学生もいるかもしれ

ない。より充実したカリキュラム運用のために、

全体総数に基づく包括的な調整だけでなく、第 1

希望者数が突出した科目の増設や第 1希望者数の

少ない科目の削減等、個別的な調整も重要となる。

次に、2013年度入学者を対象に、2014年度 2

年次における選択科目の履修動向を概観する。表

8は、400点以上科目・500点以上科目の区別なく

全科目を対象とした、2014年度 2年次後学期にお

ける受講動向を示したものである。受講率は、全

体で 37.7%、 最も受講率の高い人文社会科学部

(52.9%)か ら最も受講率が低い教育学部(143%)

まで幅がある。情報学部及び教育学部の受講率が

低い要因の解明が必要であると考えられる。

表 8 2014年度 2年次後学期における受講動向

(名 )

学生総数   414    407    220    155

受講者数   219    58    100    68

受講率(%)  529    143   455   439
注 :各学部の正式名称を次に示す。人 :人文社会科学部、教 :教育学部、理 :理学部、農 :農学部、情 :情報学部、工 :工学部

547

48        240         733

235       439       377
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表 9 2014年度 2年次前学期における 500点以上科 目の履修動向
侵 講生タ クラス定員)

時間枠

計教 理・農 情・エ

英語演習III

英語リーディングH

英語ディスカッション

英語ライテイング11

計

15/70

41/120

14/20

59/81

129/291

4/35

9/40

11/20

12/20

36/115

11/70

32/40

13/20

29/30

85/160

27/100

68/100

21/50

52/50

168/300

57/275

150/300

59/110

152/181

418/866

潜在学生数 914

受講率(%) 459 275 512 500           457

注 1:潜在学生数とは、500点 台科目受講資格者全員が受講した場合の述べ数を示す。
注 21各学部の正式名称を次に示す。人 :人文社会科学部、教 :教育学部、理 :理学部、農 :農学部、情 :情報学部、工 :工学部

表 10.2014年度 2年次後学期における500点以上科 目の履修動向
(受講生数′クラス定員)

時間枠

計教 理・農 情・エ

英語演習III

英語リーディングII

英語ディスカッション

英語ライティングII

計

6/80

15/90

9/52

12/80

42/302

0/40

5/45

3/26

10/20

18/131

2/40

17/90

9/26

19/20

47/176

開講な し

20/110

3/26

32/60

55/196

8/160

57/335

24/130

73/180

162/805

潜在学生数 170134

受講率(%) 150 134 276 163 175

注 1:潜在学生数とは、51Xl,点 台科目受講資格者全員が受講した場合の述べ数を示す。
注 2:各学部の正式洛称を次に示す。人 :人文社会科学部、教 :教育学部、理 :理学部、農 :農学部、情 :情報学部、工 :工学部

表 9は 2014年度 2年次前学期における 500点

以上科目の履修動向、表 10は 2014年度 2年次後

学期における 500点以上科日の履修動向である。

表 9・ 表 10と 、1年次後学期の受講動向である表

6を比べると、受講率が甚だしく減少しているこ

とが分かる。2年次前学期では全体のおよそ半数

の学生が選択科目を受講しておらず、教育学部で

はおよそ 4名 のうち 3名 は英語選択科目を受講し

ていないことが分かる。

科目別に特徴を確認すると、「英語演習 IIIJの

受講率が低いことがわかる。「英語演習 ⅡIJの よ

うに、科目名から授業内容が推測できず、授業内

容への教員の裁量が大きな科 日では授業内容の充

実がさらに求められるのかもしれない。また、 1

年次では開講されていなかつた 「英語ライティン

グⅡJの受講率が高い。1年次に開講する科 目と2

年次に開講する科 目を区別することも、選択科 目

の受講率を維持する 1つの手立てかもしれない。

2014年度では、学部合同の科 目として「アカデ

ミックイングリッシュ I」 「アカデミックイングリ

ッシュ H」 「アカデミックイングリッシュ HI」 が

開設され、静岡キャンパスでは履修者が 93名 であ

るのに対 して浜松キャンパスでは 8名であつた。

全体では、受講資格者 237名 のうち 101名 が履修
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し、全体の 42.6%が履修登録を行つたこととなる:

静岡キャンパスにおいて受講者が多かった要因と

浜松キャンパスで受講者が少なかった要因を検討

し、今後のカリキュラム運営の参考としたい。

5.今後に向けて

1年次前学期必修科目「英語演習 I」 の成績評価

に TOEICを用いて、スコアが 400点未満の場合

は例外なく不合格とし、後学期からの選択科目の

受講条件としてTOEICのスコアを利用した結果、

多くの学生が自主的に高いスコアを取得しようと

努力し、平成 18年度カリキュラム時よりも 400

点未満の学生が大幅に減少したことは、現行カリ

キュラムの実績として評価できる 17。

2年次以降の選択科目受講率の減少をどう食い

止めるかは急務ではあるが、簡単には解決策が見

つからない可能性もある。受講希望者数の変化に

合わせて開講科日本数を調整した場合でも、どの

科目を減らすかが悩みの種となる。例えば、授業

内容を明確にするために科目名を細分化している

(「英語リーディング」、「英語ライティング」、「英

語ディスカッション」等)ため、ある時間枠に 3

科目開講しているところを、受講者数に合わせて

2科目に減らさなければならないとすると、 どの

科目を減らすかが悩ましい点となる。

1つの方略としては、平成 18年度カリキュラム

のように、各学期に開講する科目名を統一して授

業内容をクラスごとに変更すれば、開講本数の調

整は簡単になるかもしれない。ただし、この場合

は、 トータルとしての受講科目数 (=履修単位数)

がかなり限定されてしまい、現行カリキュラムの

ように 10科 目18単位以上の全学英語科目の履修

をめざすことは不可能となる。

2つめの方略として、「強制力」をどのように加

味するかについても検討の価値があるかもしれな

い。「英語演習 I」 の合格条件として設定されてい

るTOEIC400点 以上という基準が、学生の好き嫌

いにかかわらず自主的に期末試験以外の TOEIC

を受験する動きに繋がつたことに学び、自ら努力

しレベルアップを図らないと卒業できないという

危機感を持たせるような仕掛けを取り入れること

も考えられる。

3つめの方略としては、中位レベルの科目を増

やし上位レベルの科目を減らすことである。しか

し、受講者の増減に対応できたとしても、対症療

法的な方法だけでは「意欲のある学生を育てる」

ことはできない。学生がより高いレベルの科目を

意欲的に受講するように動機づけることを並行し

て検討していく必要がある。現行カリキュラムで

は、400点以上科目では 1科 目1単位であるのに

対して 500点以上科目では 1科 目2単位としてイ

ンセンティブを与えているが、それだけでは十分

ではないようだ。上級レベルヘの挑戦を各授業内

のみならず、学部でのガイダンス、セミナー、学

習指導でも奨励する、英語運用能力を上げること

のメリットや卒業後の展望を説明するなど、学部

や就職支援・留学など各方面との協力関係のもと

で学生の「意識」を育てることも効果的だろう。

一方で、現行カリキュラムでは、「人的・物的資源」

の再配分のもと、学習を望まない学生にも一律に

資源を割いて選択科目履修を強いるのではなく、

意欲的に学習を望む学生に限られた資源を割 りあ

て、少人数クラス等、資源を有効に活用し、より

充実した英語教育の実現をめざすことが基本方針

である点を留意しておく必要がある。

4つめの方略は、各クラスの授業内容の充実で

ある。学生のニーズや興味、将来の展望に沿 う授

業内容、専F電科目内容とのスムーズな接続を検討

し、「魅力的な」授業を提供することによつて、学

生の選択科目履修を誘発する。

方略には長所と短所が存在する。その長所と短

所を十分に見極め、履修動向を精査し、現実的な

対応を検討することによつて、全学英語教育をよ

り充実したものにすることができるだろう。
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注

1)2年 目の後学期を迎えた現時点では、ほとんど

すべての科 目が 2年後学期までに開講 され、

現行カリキュラムがほぼ一巡することになる。

年次進行に伴い 3年次に新規に開講 されるの

は、「ビジネスイングリッシュ」だけである。

2)学習時間数とは、予習や課題等の授業外での学

習を含めず、授業内に限定 した合計学習時間

を指す。

3)TOEIC対応科 目だけでなく、一部の他科 目の期

末試験においても、全クラス統一テス トが試

みられたが、準備の煩雑 さと担当教員ごとに

設定 されている授業内容 と直接合致 しない と

いう点から、導入早々に取 り止められた。

4)前述の必修科 目には選択必修科 目を含み、一部

の学生には 3科 目 3単位以上の履修が卒業要

件 となっているとい う点では正確な記述では

ないが、現行カ リキュラムの本質を語るには

不要 と判断 し簡略化 して捉えることとする。

また理論上とい うのは、3年次以降の時間割に

は教養英語に割 り当てられた時間枠がないの

で、1年次・2年次用の英語科 目の開講時間枠

の中で受講 しなければならず、その英語時間

枠 と専門必修科 目の時間枠が重なって現実的

には英語を履修できない学部や学科があるか

もしれないという意味である。

5)TOEICス コアを選択科 目の受講条件 とするこ

との是非は意見の分かれるところであろうが、

本稿において議論するつもりはない。ただし、

自前で統一基準の全学共通テス トを準備する

ことができないのであれば、何 らかの外部試

験を利用 しない限 り、習熟度別科 目を受講す

るための客観的基準を定めることはできない、

ということは指摘 しておきたい。

6〉 1年前学期には必修科 目「英語演習 I」 と「英

語コミュニケーション I」 を履修 し、後学期

以降履修可能 となる選択科 日は 「英語 コミュ

ニケーシ ョンⅡ」を除いたすべての科 目で

TOEICス コアによる履修条件が課せられてい

る。

7)「 基礎英語演習」の単位修得 のためには、

TOEIC400点 以上取得する、または授業内に

10回実施 されるテス トで60%以上取得 しなけ

ればならない。

0最高点とは、前学期期末試験を含む 4月 から10

月までに受験 した TOEICの最高スコアを示

す。このスコアに基づいて、後学期選択科 目

の受講の可否が決められる。

9)期末試験以外に実施 される TOEICは、大学院

受験のために必要なスコアをめざす学生や平

成 18年度カリキュラムの「TOEIC演習」不

合格者などの 1年次生以外の学生も多く含ま

れているため、単純な受験生数 と後学期選択

科 目の受講に向けた 1年次生の積極的な受験

とは一致 しないので、ここでは受講資格スコ

ア獲得者数に注 目した。

10)授業で用い られる教科書は集計から除いてい

る。

11)2012年度までも、前学期期末試験以降から後

学期開始までに TOEICテス トを受験し 400

点以上のスコアを獲得することで「TOEIC演

習Jの合格 となる学生数は毎年数名程度いた

が、この表には含まれていない。

12〉 2014年度入学生で、期末試験以降 10月 以前

に TOEICを受験 し、400点以上のスコアを取

得 して合格 となった学生は 43人いる。

13〉 理学部のように 2014年 4月 から 10月 にかけ

て 400点以下の学生数が 1人増えているのは、

それまで TOEIC受 けていなかった学生がこ

の期間に受験 して、400点未満のスコアを取得

したためである。その意味では、人数に変化
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が見えない学部においても、そのような増減

が含まれているかもしれないが、極わずかな

人数であり大きな流れを知るには必要のない

ものと捉える。

141 TOEIC400点 を満たさなくても、「基礎英語演

習」に合格する道が残されているので、これ

らの学生が今後スコアアップに挑戦するのか、

あるいは選択科目を受講することなく卒業す

るのかは、今後とも注視していく必要がある。

15)平成 25年度(2013年度)第 2回英語科目部運営

委員会 (5月 23日 )資料に基づく。

16)2013年度に関する調査では実際の履修者数を

示しているが、2014年度はデータ抽出時に正

確な受講者数が未定であったために、第 1希

望者数を採用している。しかしながら、ある

意味では「第 1希望」に着目した調査方法の

ほうが学生の動向を正しく反映しているとい

えるかもしれない。

1つ 期末試験単独で見れば英語力に大きな変化は

みられないため、英語力が向上した結果であ

ると短絡的に喜んではならないかもしれない

が、自主的にTOEICを複数回受験する学生数

は増力日している。
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